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 地域貢献を目指して ～ 絆遠足 ～  

  

５月２０日（木）、絆遠足を実施しました。午前はシーサイドパーク名立での地域貢献活動を行い、学校に戻

って昼食を食べ、午後は体育館で絆づくりの活動を行いました。前日まで天候が心配されましたが、午前はよく

晴れて気温もちょうど良く、５月のさわやかな風の中、気持ちよく活動を行うことができました。シーサイドパ

ークに上ると、名立は山にも海にも恵まれた、本当に自然豊か

な地域であることを実感することができました。山側は、不動

山から遠くの山々まで新緑と残雪のコントラストが美しく、ま

た、海の向こうを見渡すと佐渡や、遠く能登半島を望むことが

でき、参加した生徒も職員も眼下に広がる一大パノラマに感動

していました。 

整備活動では４グループに分かれ、次の活動を行いました。 

作業を進める中でだんだん日差しが強くなり、気温が上がってきましたが、どのグループも時間いっぱい作

業に取り組みました。駐車場付近では黒い防草シートを貼り、雑草が生えないようにしました。中広場や頂上で

は休憩室やトイレの清掃、花壇整備に汗を流しました。アスレチックコースの整備では重たい土のうを頑張っ

て運びました。作業にあたっては「名立の子どもを守り育む会」、名立区総合事務所、そしてシーサイドパーク

名立の皆様からご参加、ご協力をいただきました。取りきれない雑草を刈っていただいたり、花の苗の植え方を

丁寧に教えていただいたりして、きれいに整備することができました。 

午後は絆づくり活動として、５名の上越教育大学大学院生からお出でいただき、班ごとにレクリエーション

課題に取り組み、班の絆を深めました。最初に「指折り数え」のアイスブレーキングをして少し雰囲気が和やか

になったところで、手拍子とハイタッチを交互に増やしたり減らしたりする「ハート・ビート」に挑戦しまし

た。お互いに呼吸を合わせながら、2人一組のペアから始めて、絆班、２班合同のグループと徐々に人数を増や

し、協力を深めていきました。最後に、フラフープを使って、

グループの全員が、何秒でフラフープをくぐることができる

か、目標を立てて挑戦しました。この段階ではすっかりグルー

プの仲が深まっていて、いかにしてタイムを縮めるか、お互い

にアイディアを出し合い、意見交換をして協力し、ゲームに挑

戦しました。職員チームも参加し、４秒という記録を打ち立て

ました。最後のシェアリングでは「笑顔が大切」「失敗しても
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○ 駐車場～ゲート    駐車場清掃、防草シート貼り、「歓迎メッセージ」表示 

〇 中広場        休憩室看板設置、清掃、風車小屋トイレ掃除、入口花壇整備 

〇 頂上          展望台表示、トイレ・BBQ区画清掃、花壇整備 

〇 アスレチックコース  階段の整備（草取り、土入れ）、アスレチック番号表示 



励まし合うことができた」「なかなかタイムは縮まらなかったけど、グループの団結力が高まった」など、それ

ぞれ学んだことや感じたことを発表し合いました。 

午前・午後の活動を通して、地域貢献を行い、絆を深めることができ、

普段の授業とはまた違った一面を見ることができました。今回の絆遠

足では名立の子どもを守り育む会や名立区総合事務所、シーサイドパ

ーク名立の方々、そして上越教育大学大学院生の皆様から多くのご支

援をいただきました。今回の取組をまた次の地域貢献活動や行事に生

かしていきたいと考えています。ご支援、ご協力、大変ありがとうござ

いました。関係機関の皆様に心から御礼申し上げます。 

 

 上越地区大会に向けて ～ 各部の抱負 ～  

 

 ６月１５日・１６日の地区陸上競技大会を皮切りに、各運動部の上越地区大会が行われます。昨年度は新型コ

ロナウイルス感染症の影響で、すべての大会が中止となりましたが、今年度は感染症拡大防止に細心の注意を

払いつつ、大会が実施されることになりました。大会に先立ち、１４日の放課後に地区大会激励会を行いまし

た。各部とも大会が実施されることに感謝しながら、３年生が大会に向けた抱負や意気込みを発表しました。各

部の部長の決意表明を紹介します。大会結果については次号でお知らせします。 

 

野球部部長 M.Tさん 

 野球部は６月２１日にくびき球場で、頸城中学校と戦ってきます。地区大会では、一球一

球に集中して、チームの勝利に貢献できるように頑張りたいです。当日は、２２人、力を合

わせて必ず勝ってきます。応援をよろしくお願いします。 

 

特設陸上競技部部長 T.Sさん 

 特設陸上部は６月１５日・１６日に高田城址公園陸上競技場で行われる、上越地区陸上

競技大会に参加してきます。僕は８００ｍ、１５００ｍに出場します。どちらの競技もゴ

ールの先まで走りきるつもりで頑張ってきます。特設陸上部は人数が少ないですが、全員

でサポートし、いいスタートが切れるよう頑張ります。応援をよろしくお願いします。 

 

バレーボール部部長 N.Kさん 

 バレーボール部は６月２１日に柏崎市総合体育館で、中郷中、刈羽中と戦ってきます。私

はどんなボールも落ちるまで絶対諦めずに、必ず最後まで追い続けます。キャプテンとして

の自覚をもち、チームの雰囲気が暗くなってしまったときはまず自分が声を出せるように

頑張ります。応援をよろしくお願いします。  

 

 文化部は大会はありませんが、６月も半ばを過ぎ、３年生が活動できる期間も終わりが近づいてきました。文

化部の部長にも今年度の活動の抱負を話してもらいました。 

 

文化部部長 K.Aさん 

 今年度の文化部の活動目標は「挑戦～１人１人が輝く文化部～」です。去年よりも人数が

増えたので、１人１人の個性を大切にし、様々なことにチャレンジしていこうという思いを

込めました。今年度はこの目標を意識した活動を行っていきます。先輩・後輩関係なく協力

し、１９名で頑張っていきます。 



 ＧＩＧＡ
ギ ガ

スクール タブレット本格活用をスタートしました!!  

  

2021年はＧＩＧＡスクール構想で導入された機器や通信環境の本格的活用が始まる最初の年であることから

ＧＩＧＡスクール元年と呼ばれています。名立中学校でもタブレットＰＣ活用のための職員研修を進め、６月

１１日から本格的に活用を開始しました。名立中のタブレット利用の基本的な１日の流れは次の通りです。 

 １日利用の初日となった６月１１日の授業を参観しました。 

 音楽では、合唱曲「夢の世界を」を、各自がタブレットでパートごとの音程

を確認して練習し、その後、２人１組になって互いに歌う様子を動画で撮影し、

提出していました。体育の陸上競技では、ハードルを跳ぶ様子をお互いに動画

で撮影し、踏み切りや着地の足、跳ぶ高さなどを自分で確認して、フォームの

改善から記録の向上につなげていました。国語では「おすすめの観光地をプレ

ゼンする」というスピーチの原稿を書くにあたり、各地の観光名所等をインターネットで調べてスピーチの構

想を練っていました。他の教科でもそれぞれ様々な形でタブレットを使い、学習を進めていました。 

 タブレットの本格的な活用はまだ始まったばかりで、今後活用を

進めていく中で、より良い活用方法に気付いたり、逆に課題が見つ

かったりして新たなルールを定めたりすることもあると思います。

いずれ特別な意識をもつことなく、文房具の一つとして自然にタブ

レットを使えるようになることを目指しています。そのためには、

まず使ってみることが大事だと考えています。ご家庭でもぜひ話題

にしていただけたらと思います。 

 

※  ＧＩＧＡスクール構想とは、１人１台の学習用コンピュータと高速大容量の通信ネットワーク環境を整備して、すべての子

どもたちの力を伸ばすために個別に最適化された教育環境を実現し、教師と児童生徒の力を最大限に引き出すことを

ねらいとした、2019 年に発表された教育改革案のことです。 新型コロナウイルス感染拡大防止のために全国の公立

小中学校で一斉に休校措置がとられたことで、学習環境を保障する観点から一気に導入が進み、

ほぼすべての自治体で2020年度末までに機器と通信環境が整備されました。 

※  タブレットを活用している様子を名立中ホームページで紹介しています。ぜひご覧ください。 → 

 

  

＜タブレット利用 １日の流れ＞ 

 

１ 取り出し 

朝、生徒は登校したら保管庫から自分のタブレットを取り出して、 

教室に持って行きます。 

２ 授業での活用 

教室には保管用の棚があり、授業で使いたいときすぐに取り出せる 

ようにしています。授業者の指示で、調べ学習や記録、意見交換 

など様々 な場面で使用します。 

３ 返却・充電 

１日の授業が終わったら、終学活の前後に保管庫に返却し、翌日の授業に向けて充電します。それぞれ 

時間の異なる登校時とは違い、返却は全校一斉では密になるため、学年ごとに時間を分けています。 

４ 放課後の使用 

放課後活動等で必要な際は担当の職員に申し出て使用し、下校前に返却をします。 



 兼務・非常勤講師の紹介  

 

 名立中学校では教科によって、他校と兼務の教員や非常勤の講師が授業をしています。常勤の教職員は行事

や授業参観、ＰＴＡ等で保護者の方とお会いする機会がありますが、週に１日、授業のみの勤務ではなかなか皆

様にお目にかかる機会がありません。また、授業者も生徒もお互いにマスクのため、素顔を知る機会はなかなか

ありません。そこで、紙面での自己紹介をさせていただくことにしました。１年間お世話になります。よろしく

お願いいたします。 

 

数学科 A.R 先生 

 １・２年生の数学を担当しています。神奈川県横浜市出身で、中学生の時に学校の先生

という仕事に憧れて以来、教員を目指して勉強してきました。現在は上越教育大学院で「批

判的思考をもたせる」数学の授業づくりについて勉強・研究を行っています。最近の趣味

はドライブ（まだ遠出はできませんが…）と、すみっコぐらしのグッズ集めです。数学を

通して生徒の皆さんと一緒に学んでいけたらと思います。よろしくお願い    

します。 

 

技術科 E.T 先生 

技術・家庭科（技術分野）を担当させていただきます。みんなが「楽しい、面白い」と授

業の中で、感じることができるよう一生懸命頑張ります。名立中学校で、たくさんのこと

を学びたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

家庭科 H.M 先生 

 家庭科担当として着任しました。兼務で週に１度お世話になります。前任校は頚城中学

校でした。美しい海が見える、魅力いっぱいの名立中学校で、素直で元気な生徒たちに出

会えてうれしいです。生徒のパワーに負けないように頑張ります。よろしくお願いします。 

 

美術科 Y.M 先生 

 美術を担当します。休日は、絵を描いたり陶芸をしたり何か作ったりして、楽しみなが

ら技術を高めています。みんなに成果を見てもらうことで、美術やものづくりの楽しさが

伝わるといいな、興味をもってもらえるといいなと考えています。よろしくお願いいたし

ます。 

 

＜お詫びと訂正＞ 

前回の学校だより第１号で、誤っ

て入学式の記事に前年度の集合写

真を入れてしまいました。こちらが

正しい写真です。大変申し訳ありま

せんでした。お詫びして訂正いたし

ます。 

 


